
 『雨そな』100年トーキングは、県都盛岡市の安定したまちの発展に寄与してきた治水計画のこれまでを振り返ると
ともに、近年の気候変動下における気象の動向、これからの盛岡市の展望、未来について、水害への備えと合わせ
て皆さんと一緒に考えることを目的に、タレント（ＭＣ）や大隅気象予報士（講師）を交えたトーキング形式で開催した。

 来場者数120名、北上川ダム統合管理事務所公式ＹｏｕＴｕｂｅによるＷＥＢ同時配信の再生回数340回と、より多く
の方に雨への備えについて楽しく理解を深める機会となり、来場者からも高評価を得た。(アンケート結果参照)

（参考：当日の取材＿新聞１社（建設新聞）、開催告知掲載_新聞１社（岩手日報） 延べ２社の掲載

首都圏外郭水路

『雨そな』100年トーキングの概要

【 日 時 】
【 場 所 】
【 内 容 】

【 主 催 】

令和4年11月13日（日）14:00～16:00
岩手大学復興祈念銀河ホール
映像紹介①・②、大隅気象予報士講演、
スピーカー５名によるトーク
『杜と水の都・もりおか』

雨そな100年トーキング実行委員会

【未来に向けた雨への備え、
これからの盛岡への期待（トーキングテーマ）】

・日本一安全・安心なまちづくりを目指していきたい。
防災マップをしっかり確認していただきたい。
（盛岡市危機管理統括監吉田尚邦）
・平成25年8月豪雨について体験談を語り、
日頃から防災意識を高めて欲しい。
（鹿妻穴堰土地改良区主査 津嶋明香）
・川に親しみ、水害への意識付けにつなげたい。
川を軸に盛岡市の盛り上げに期待したい。
（岩手大学理工学部システム創成工学科４年生 小室祐人）
・水と親しみながらも、正しく恐れることが大切。
心身の余裕をお裾分けできる関係になりたい。
（盛岡中央高等学校附属中学校３年生 澤井佳恋）
・流域全体で洪水を防ぐ「流域治水」は、行政と
地域の皆さんで対応する「協働」が大きなテーマ。
（北上川ダム統合管理事務所 所長 畑山作栄）

スピーカー⑤

畑山作栄さん

『杜と水の都・もりおか』雨そな100年トーキング
雨に備え、これまでとこれからの100年を考えよう！ 北上川ダム統合管理事務所

MCと講師によるトーキング 『雨そな』会場の状況

講師 気象予報士
大隅智子さん

スピーカー①
吉田尚邦さん

スピーカー②
津嶋明香さん

スピーカー④
澤井佳恋さん

スピーカー③
小室祐人さん



 来場者のお住まいは、８割以上の方が盛岡市となり、若干名が県外からの来場。
 来場者の年齢構成は５０代が最も多く（３割）、４０～５０代で５割、２０～３０代が２割

の来場状況であり、比較的各年代の方に参加いただいた状況となった。
 開催の認知手段は、ポスター・チラシ（３割）、口コミ（２割）となり、新聞折り込みが効

果的な広報につながったと推察。
 来場前は全内容を目的とした方が多く（４割）、来場後は、各項目でバランスよく印象

に残った結果となったことから、盛況であったことがコメントと合わせて確認できた。
 特に、大隅智子気象予報士の講演は、開催前後で印象が２倍の結果となった。

『杜と水の都・もりおか』雨そな100年トーキング
雨に備え、これまでとこれからの100年を考えよう！ 北上川ダム統合管理事務所

自然災害が近年増加しているため、日頃から備えて
おくことが大切だと実感した。

決して他人事ではないという意識を再確認しました。

『雨そな』の言葉を、当然の合い言葉にしていけたら
いいと思う。

このような取り組みを定期的に実施して欲しい。

このような会は敷居が高くて興味があってもなかなか
参加できずにいたので、今回ＭＣでタレントが参加す
るということで申込みました。

楽しいイベントで、映像も分かりやすく、親しみやすい
内容で大変勉強になりました。

災害がさらに身近なものに感じられ、日々の備えが
大切だと思いました。

大隅さんの講演が非常に良かった。
映像も素晴らしかった。

５名のスピーカーの話がとても良かった。

リスクを身近に考えるきっかけになり、有意義だった。

〇アンケート結果（主なコメント）

〇アンケート結果（Ｎ＝57）


